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2018年2月期 第1四半期 
財務・業績の概況 
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連結損益計算書ハイライト 

 売上高は、前期比+9.3％の11,298百万円。３期連続の増収。 

 営業利益は、前期比+20.3％の 750百万円、経常利益は前期比 +24.1％の 723百万円、 
純利益は、前期比+19.6％の 282百万円。経常利益は３期連続の増益で過去最高。 
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2018年2月期 第1四半期 決算概要 

 売上高 11,298百万円 （前期比 +958百万円、計画比+625百万円） 

– 既存店売上前期比は104.3％。客数前期比は101.3％、客単価前期比は103.0％。 

 売上原価 原価率は31.8％ （前期比 +0.5％、 計画比 ▲0.2％） 

        前期比+355百万円、計画比＋176百万円 

 人 件 費  前期比+181百万円、計画比＋240百万円（人件費率33.1% 前期比1.3%低下） 

 販 売 費  前期比+131百万円、計画比 ＋39百万円 

 活 動 費  前期比+108百万円、計画比 ＋83百万円 

 固 定 費  前期比 +55百万円、計画比    ▲3百万円 

 営業利益  750百万円 （前期比  +126百万円、計画比 +89百万円） 

 経常利益  723百万円 （前期比 ＋140百万円、計画比 +96百万円） 

 純 利 益   282百万円 （前期比   ＋46百万円、計画比 +15百万円） 
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 既存店は増収となった。前期比は+4.3％（リンガーハット +4.9％、濵かつ +3.1％） 

 フランチャイズ店を含む店舗売上高は、既存店の増収、前期新店のフル稼働  
及び今期新店により、8.4％増加した。 

単位：百万円 

グループ店舗売上高分析・・・前期比 

+4.3％ 

＋8.4％ 
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売上高傾向・・・グループ全店舗売上高の推移 
 国産野菜の使用をはじめとする「食の安全・安心・健康」への取り組み、調理・

サービスコンテストを通じてQSCを強化しお客さま満足度向上を図ったこと等で引
き続き奏功している。 

単位：百万円 

2017年度 2015年度 2016年度 
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リンガーハット 
浜勝 
JF全店データ(外食) 

 第1四半期既存店売上高前年比はリンガーハット 104.9％、濵かつ 103.1％ 

- リンガーハットは、国産野菜の取り組みが周知され堅調に推移。調理・サービスレベル向上施策も奏功。 

- 濵かつは、2016年7月から一部価格改定、メニュー・テイクアウト（弁当）施策等で上昇してきている。 

外食データ出所：日本フードサービス協会：ＪＦデータ（外食）は全店比較 

既存店売上高・・・外食全体と当社の動向 

2015年度 2016年度 
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経費分析・・・前年同期比 

 増収により、営業利益は前期比126百万円増加した。 

 人件費率は33.1％となった（前期比▲1.3％）。 

 販売費及び一般管理費の合計は、売上増加に伴い476百万円増加したが、売
上高に対する構成比は前期比▲1.1％の61.6％となった。 

単位 ：百万円 
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 店舗リロケイトに伴う退店や店舗改装により、減損損失等を計上。 

特別損益の内容 

単位：百万円 
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主な特別利益 金　額 内    容

受取補償金 30 店舗立退料

主な特別損失 金　額 内    容

 減損損失 32 店舗設備（退店決定店舗等）

 固定資産除却損 31 改装時設備入替

 投資有価証券評価損 19



区分 前年同期 当期 増減額 

営業キャッシュ・フロー 432 714 282 

投資キャッシュ・フロー △727 △603 123 

フリーキャッシュ・フロー △294  111 405 

財務キャッシュ・フロー   16 △2,055 △2,071 
現金等に係る換算差額 △19 △30 △10 

現金及び現金同等物の増加・減少(△)額 △298 △1,974 △1,676 

現金及び現金同等物の期首残高 1,711 8,906 7,195 

現金及び現金同等物の期末残高 1,412 6,932 5,519 

 収支のバランスを取りながら、新店及び改装等の投資を進めた。 

  （2016年12月に400万株（7,829百万円）の新株式発行を実施した。） 

単位：百万円 

キャッシュ・フロー（前年同期比較）  
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セグメント情報 
 ちゃんぽん事業は増収増益、とんかつ事業は増収減益となった。 

 営業利益は、ちゃんぽん事業   620百万円（前期比  145百万円） 

                とんかつ事業      73百万円（前期比  △29百万円） 
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2018年2月期 計画 

12 



2018年2月期 第2四半期累計期間予想 
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 前期は特別利益228百万円を計上。 

単位：百万円

2017年2月期

第2四半期累計
構成比

2018年2月期

第2四半期累計
構成比 前期差 前期比

総売上高 25,293 ― 25,960 ― 667 102.6%

売上高 21,361 100.0% 22,000 100.0% 638 103.0%

営業利益 1,356 6.3% 1,380 6.3% 24 101.7%

経常利益 1,282 6.0% 1,310 6.0% 28 102.1%

親会社株主に帰属する

当期純利益 894 4.2% 700 3.2%

△

194 78.3%
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2018年2月期 通期予想 

14 

単位：百万円

2017年2月期

通期実績
構成比

2018年2月期

通期計画
構成比 前期差 前期比

総売上高 51,617 ― 53,100 ― 1,482 102.9%

売上高 43,844 100.0% 45,000 100.0% 1,155 102.6%

営業利益 3,284 7.5% 3,370 7.5% 86 102.6%

経常利益 3,158 7.2% 3,250 7.2% 92 102.9%

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,620 3.7% 1,680 3.7% 60 103.7%
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計画の前提となる既存店前年比 
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計画 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期

リンガーハット 101.7% 100.0% 100.9% 99.9% 100.0% 99.9% 101.8% 100.1% 100.9%

濵かつ 100.7% 102.6% 101.6% 99.7% 101.2% 100.4% 100.9% 101.4% 101.2%

全店 101.4% 100.7% 101.1% 99.9% 100.2% 100.0% 101.6% 100.5% 101.0%

前年実績 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期

リンガーハット 101.8% 103.0% 102.4% 100.0% 100.4% 100.2% 101.8% 102.7% 102.3%

濵かつ 100.2% 99.9% 100.0% 97.2% 98.6% 97.9% 103.0% 101.3% 102.1%

全店 101.4% 102.2% 101.8% 99.5% 100.0% 99.8% 101.9% 102.1% 102.0%

売上高 客数 客単価

売上高 客数 客単価
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2018年2月期 出店計画 

 第1四半期に、国内13店舗（直営13店）、海外1店舗を出店した。 

 通期で、国内51店舗（直営41店、ＦＣ10店） 、海外8店舗を計画。 
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（単位：店舗）

区分 前期実績 上半期 下半期 通期

直営 41 25 16 41
ＦＣ 15 10 0 10
海外 1 1 7 8
小計 57 36 23 59
直営 2 0 0 0
ＦＣ 0 0 0 0
海外 0 0 0 0
小計 2 0 0 0
直営 43 25 16 41
ＦＣ 15 10 0 10
海外 1 1 7 8
小計 59 36 23 59

計

リンガーハット

濵かつ
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Data File 
2018年2月期 第1四半期  

目次 １.  純既存店売上高・客数・客単価の前期比の推移 

 ２.  出店形態別店の店舗数の推移（全店） 

 ３.  出店形態別店の店舗数の推移（リンガーハット） 

 ４.  出店形態別店の店舗数の推移（浜勝・卓袱浜勝） 

 ５.  設備投資の推移 
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１．純既存店売上高・客数・客単価の前期比推移 
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２．出店形態別の店舗数の推移（全店） 
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３．出店形態別の店舗数の推移（リンガーハット） 
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４．出店形態別の店舗数の推移（浜勝・卓袱浜勝） 
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５．設備投資の推移 
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 本資料に掲載されている業績の見通し等将来に関する情報は、現在入手可能
な情報に基づいて当社経営陣が合理的と判断したものです。実際の業績は市場
動向、経済情勢など様々な要因の変化により大きく異なる可能性がありますこと
をご承知おきください。 

本資料に関する問い合わせは下記にお願いいたします。 

TEL 03-5745-8611  経営管理チーム 経営企画・IR担当 
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